
けがをしたときには、けがの悪化を防
ふせ

ぎ、早く治すために、
（　　　　　　）の種類や程

てい

度
ど

をすばやく判
はん

断
だん

して、
早く適

てき

切
せつ

に（　　　　　　）をすることが大切です。
（　　　　　　　）けがの場合は、すぐに大人に
知らせましょう。

けがの手当の基本は、きず口を（　　　　　　）にする、
圧
あっ

迫
ぱく

して（　　　　　　）を止める、けがしたところを
（　　　　　　　）などの方法があります。
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